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バス路線の再編など、今後５年間で重点的に取り組む具体の施策を位置付けた 「岡山市地域

公共交通利便増進実施計画【第１弾】」 が国土交通省に認定されましたので、お知らせします。 

 

１ 認定された計画 

岡山市地域公共交通利便増進実施計画【第１弾】 

 

※今回認定された計画の案は、令和６年２月２日に開催した、第１１回岡山市公共交通網形

成協議会で了承され、令和６年３月22日に国土交通省に申請を行っていたものです 

 

２ 認定日 

令和６年４月１２日（金）   

 

３ 計画の内容 

計画の概要については別紙をご覧ください。また、詳細な内容については岡山市のホームペー

ジにてご確認ください。 

https://www.city.okayama.jp/shisei/0000006208.html 

 

（参考）認定を受けた地域公共交通利便増進実施計画（概要）：国土交通省 HP 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_0000       

75.html  

※岡山市の掲載時期については、未定 

 

４ その他 

・今後、国の補助制度も活用しながら、持続可能な公共交通ネットワーク構築に向け、各種施策    

に取り組んでまいります。 

・なお、別添資料に記載の「IC カードシステムのリニューアル」「免許取得費用支援」の２項目に 

ついては、令和６年２月補正予算にて費用を計上し、前倒し実施を行っているところです。 

 

 

岡山市地域公共交通利便増進実施計画【第１弾】が 

国に認定されました 

【問い合わせ先】                  
岡山市 交通政策課 ⾦川・秋永  直通086-803-1376 内線3620・3626 
 

https://www.city.okayama.jp/shisei/0000006208.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_0000


＜現 状＞

路線バス再生に向けた５か年計画

自動車利用への依存
（バス分担率わずか2%） 需要に見合った

効率的な運行形態
に変える

徹底した利用者目線で
利便性を向上させる

将来にわたって
市⺠の移動⼿段を守る

公共交通の利用を
文化として広げていく

岡山市地域公共交通利便増進実施計画【第１弾】
（計画期間：R６年度〜R10年度）

まとまり次第
第２弾・第３弾で実施

バス路線の再編 利用環境・
業務環境の改善

利用しやすい
運賃体系の構築

1 2 3

利便性の高い公共交通サービスを安定的に提供する

施策の３本柱

周辺部でさらなる減便・廃止のおそれ

利用者数の増加

経営の安定化

重複する路線
（９社での競争）

運転⼿不足
（低賃金・2024年問題）

新たな投資が困難な
経営状況

施策の方向性 目指す姿

【別紙】



都 心都 心
拠 点拠 点

幹 線
(バス・鉄軌道)

支 線延 伸

乗り継ぎ環境の整備
・待ち時間少ないダイヤ
・座って待てるバス停
・接近情報の提供
・直通運賃 など

複数の路線が重複

需要は大きいが供給過多
（ムダがある）

需要は小さいが
大型バスで運行

１．需要に応じて幹線と支線に分割１．需要に応じて幹線と支線に分割

２．支線は小型車両で運行（普通２種免許）２．支線は小型車両で運行（普通２種免許）

３．支線は公設⺠営（幹線は⺠設⺠営）３．支線は公設⺠営（幹線は⺠設⺠営）

重複路線の集約等により、生み出された余力で
支線を新設・延伸・増便（駅・商業施設・病院へ接続）

バス路線の維持・拡充に向けた新形態（岡山モデル）

４．運行支援で支線を安定維持４．運行支援で支線を安定維持

運行経費の削減と運転⼿不足への対応

小型車両の調達や乗り継ぎ環境の整備等について、市が負担

支線の収支率は30%程度と低いため、
運行経費の最大65%まで市が支援することで、支線を持続可能に

課題となる「乗り換え」への対応

再編

都 心都 心
拠 点拠 点 支線：17路線

現 状

再編後

小型化

市全体のバス路線の維持・拡充を図り、

市民の移動手段を守る！

＜４つのポイント＞

これらの４つのポイントの組み合わせが岡山モデル

乗継
拠点

便数が少ない



再編後のバス路線ネットワーク図

①一宮方面
• 支線を備前一宮駅まで延伸
• 幹線、支線ともに増便 ③高島方面

• 支線を備前原駅まで延伸
• 支線を増便

④⻄大寺方面
• 幹線の重複路線を集約
• 支線を岡山協立病院まで延伸
• 路面電車との乗り継ぎ環境整備

⑤牛窓方面
• 支線を岡村一心堂病院、
⻄大寺病院へ延伸

⑥沖元・平井方面
• 並走区間の路線集約
• 幹線の増便

⑦岡南方面
• 支線を労災病院まで延伸
• 支線の増便

⑩拠点間をつなぐ支線の新設
• 北⻑瀬〜妹尾、妹尾〜岡南、芳泉〜岡南
をつなぐ支線の新設

⑧妹尾方面
• 妹尾駅へ接続する
支線を新設

• 幹線の便数適正化

⑨庭瀬方面
• 庭瀬駅へ接続する
支線を新設

• 幹線の便数適正化

妹尾駅

備前原駅

備前一宮駅

北長瀬駅

汗入

芳賀佐山
郵便局前

津高営業所

高島駅

操南団地
入口

庭瀬駅

築港新町

東山電停

平津橋

②津高方面
• 支線を大型商業施設や国立病院
まで延伸

西大寺駅

西大寺BC

支線（バス）
幹線（バス）
幹線（鉄道）

乗り継ぎポイント(幹線バスー支線バス)
乗り継ぎポイント(  鉄軌道 ー支線バス)



事業内容・実施スケジュール（R6～R10）

バス路線
の再編

1. 整備計画の作成 0.7億円

2. 乗り継ぎ環境の整備 5.3億円

3. 小型車両の導入（支線） 1.6億円

4. 運行支援（支線） 5.8億円

利用環境
の改善

5. ICｶｰﾄﾞｼｽﾃﾑ利便性向上 10.1億円

① ICｶｰﾄﾞｼｽﾃﾑのリニューアル (6.1億円)
②新サービスのシステム開発

(定期WEB購入・オンラインチャージ等)
(4.0億円)

6. 路線の見える化・交通案内板 1.2億円

7. 統合分析システムの開発 0.3億円

8. 先進車両・低床車両導入支援 4.1億円

運転⼿の確保
9. 免許取得費用支援 0.3億円

(タクシー除く)

利便増進実施計画【第１弾】

13.4億円

0.3億円

15.7億円

R7 R8 R9 R10

運行に向けた準備
（乗継拠点の整備、
乗継割引のソフト開発
小型車両の調達など）

運行開始（準備が整った路線から）

設計 整備

設計 開発

前倒し

R6

実施

開発・製造

設計 開発

実施

■ ５か年総事業費：29.4億円

幹線・支線の乗り継ぎ割引や、今後の利用しやすい運賃体系及
びWEB定期購入等の新サービスの導入に向けて、その基盤とな
る老朽化したICｶｰﾄﾞ決済システムの再構築に要する費用を支援
（路線バス・路面電車：291台分）

従業員が二種免許取得に要する費用を支援
【路線バス】上限30万円/人（20人分）
【タクシー】上限15万円/人（50人分）

※市負担額の80%は
特別交付税措置の対象

緊急性を要する

事業を前倒し

（2月補正）

ICｶｰﾄﾞｼｽﾃﾑのリニューアル：504,500千円【5/6支援】5① 運転免許取得支援：13,500千円【1/2支援】9

利用しやすい運賃体系の構築
(第２弾・第３弾で実施)

（市：13.6億円、国12.3億円、事業者3.5億円）

※2月補正分は重点支援
地方交付金を活用

前倒し


